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農家と農業委員会をつなぐ広報誌

Iwaino Daichi

農
作
業
を
　
　  

に

安
全

【
川
崎
地
域
】…
…
…
…
…

千
葉
　
健
司
さ
ん
（
38
）

　

川
崎
町
薄
衣
の
千
葉
健
司
さ
ん
は
、

東
京
生
ま
れ
の
東
京
育
ち
で
、平
成
30

年
に
川
崎
町
の
祖
父
の
家
の
相
続
を

き
っ
か
け
に
一
関
市
に
移
住
し
ま
し
た
。

　

移
住
後
は
、築
１
５
０
年
に
な
る
祖

父
の
家
を
改
装
し
て
令
和
元
年
に
農

家
体
験
民
宿「
古
民
家
薄
衣
」を
開
業
。

民
宿
は
１
日
１
組
限
定
の
宿
泊
プ
ラ
ン

や
古
民
家
の
構
造
を
活
か
し
た
美
し

く
洗
練
さ
れ
た
内
装
な
ど
で
注
目
を

集
め
、テ
レ
ビ
や
新
聞
に
も
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、千
葉
さ
ん
は
、農
業
に
も
取

り
組
み
、現
在
、ピ
ー
マ
ン
農
家
と
し
て

２
棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
約
７
ア
ー
ル

で
ピ
ー
マ
ン
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
ピ
ー
マ
ン
部
会
に
も
加
入

し
、生
産
技
術
向
上
に
日
々
努
め
て
い

ま
す
。千
葉
さ
ん
は「
昨
年
は
天
候
不
順

も
あ
り
ま
し
た
が
、ピ
ー
マ
ン
の
収
量
は

年
々
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。今
年
で
４

年
目
に
な
り
ま
す
が
、毎
年
新
た
に
気

付
く
点
も
多
く
、ピ
ー
マ
ン
づ
く
り
は

楽
し
い
で
す
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
秋
か
ら
は
郷
土
料
理
の

ピ
ー
マ
ン
み
そ
の
販
売
も
始
め
ま
し

た
。千
葉
さ
ん
の
ピ
ー
マ
ン
み
そ
の
評
判

は
上
々
で
、年
末
に
は
道
の
駅
か
わ
さ

き
の
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
に
も
採
用
さ
れ
ま

し
た
。ほ
か
に
も
ピ
ー
マ
ン
を
使
っ
た
ア

イ
デ
ィ
ア
を
い
ろ
い
ろ
と
温
め
て
い
る
様

子
の
千
葉
さ
ん
。

　
「
ピ
ー
マ
ン
を
使
っ
て
川
崎
地
域
の
名

物
を
作
っ
て
、地
域
の
雇
用
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
。」と
民
宿
に
よ
る
観
光
交
流

人
口
の
増
加
の
ほ
か
に
も
地
域
お
こ
し

へ
の
意
気
込
み
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。農

業
委
員　

遠　

藤　

勝　

幸

　
近
年
、農
作
業
中
に
お
け
る
死
亡
事
故
の
発

生
は
多
発
傾
向
に
あ
り
、県
内
で
は
10
年
間
で

１
１
９
名
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
関
市
に
お
い
て
も
令
和
元
年
に
１
件
、令
和

２
年
に
２
件
の
農
作
業
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
農
作
業
事
故
は
、ほ
場
の
み
な
ら
ず
、公
道

や
自
宅
の
敷
地
内
な
ど
、普
段
か
ら
作
業
を

行
っ
て
い
る
身
近
な
場
所
で
発
生
し
て
い
ま

す
。ま
た
、機
械
作
業
中
以
外
に
も
、ほ
場
へ
の

移
動
や
機
械
の
点
検
整
備
中
な
ど
、発
生
状
況

も
様
々
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

も
、次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
農
作
業
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

農
業
機
械
作
業
の
安
全
対
策

見
直
そ
う
！

転落事故から体を守るため、
トラクターには安全フレームを
つけ、運転者はヘルメット、
シートベルトを装着しましょう。

なるべく一人での作業は避け、
家族にはあらかじめ作業場所と
帰宅時刻を知らせて
おきましょう。

農作業に出かけるときは、
携帯電話を持ち歩き
ましょう。

いざという時に、運転者以外でも
エンジンを停止できるよう、日頃
から農業機械の緊急停止ボタンや
エンジンキーの位置を家族で共有
しておきましょう。

農業機械の点検・整備は、
必ずエンジンを停止してから
行いましょう。

担
い
手
紹
介

がんばる
地域

ichinoseki

民
宿
経
営
と
農
業
の
二
刀
流



◉ 

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は

　

担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
な
ど
集
落
農
業
の
現
実
を
踏
ま
え
、

「
誰
が
農
業
を
担
っ
て
い
く
の
か
」、「
誰
に
農
地

を
集
積
・
集
約
し
て
い
く
の
か
」
な
ど
を
地
域
の

皆
さ
ん
で
話
し
合
っ
た
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
。

　

集
落
の
５
年
後
、
10
年
後
を
見
据
え
作
成
し
た

プ
ラ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
は
、集
落
農
業
の
維
持
・

継
続
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

◉ 

プ
ラ
ン
実
質
化
の
取
り
組
み

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
参
加

し
て
各
地
で
プ
ラ
ン
実
質
化
に
向
け
た
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
３
月
に
は
、
新
た
に
実
質
化
さ
れ
た
34
の

プ
ラ
ン
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
を
支
援
す
る

国
の
補
助
事
業
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
ン
の
作
成
地

区
ま
た
は
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
担
い
手
で

あ
る
こ
と
が
、支
援
の
対
象
要
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◉ 

プ
ラ
ン
の
実
践
に
向
け
て

　

プ
ラ
ン
は
作
成
す
る
だ
け
で
な
く
、「
実
践
」

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
実
践
し
て
い
く
中

で
プ
ラ
ン
を
定
期
的
に
見
直
し
、
修
正
し
て
い
く

こ
と
で
よ
り
具
体
的
か
つ
有
効
な
プ
ラ
ン
と
な
っ

て
い
き
ま
す
。
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地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は

集
落
の
未
来
設
計
図
で
す

　

研
修
会
は
令
和
３
年
度
地
区
別
懇
談
会
に

向
け
て
の
グ
ル
ー
プ
討
議
、達
増
知
事
と
の
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。活
動
報
告
で
は

遠
野
市
・
矢
巾
町
の
委
員
か
ら
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
作

成
や
地
元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
情

報
発
信
、地
域
の
話
し
合
い
の
場
で
一
人
一
人
の

意
見
を
聞
く
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
を
心

が
け
た
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、知
事
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
変
な

状
況
の
中
で
の
活
動
に
対
す
る
お
礼
と
女
性
委

員
活
躍
の
発
展
へ
の
激
励
、様
々
な
支
援
の
仕

方
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
挨
拶
が
あ
り
、い
わ

て
ポ
ラ
ー
ノ
の
会
を
代
表
し
安
藤
会
長
が
個
人

の
意
思
、個
人
の
能
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
環

境
を
整
え
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
活
動
し
て

い
き
た
い
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
農
地
に
関
す
る
手
続

き
、S
D
G
S
等
の
身
近
な
課
題
や
疑
問
を
挙

げ
、一
関
・
平
泉
地
区
の
地
区
別
懇
談
会
開
催

に
向
け
た
取
り
組
み
を
協
議
し
ま
し
た
。そ
し

て
令
和
３
年
度
事
業
計
画
で
は
一
関
地
区
の
女

性
農
業
委
員
・
推
進
委
員
登
用
促
進
に
向
け
て

キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。先
を

見
通
し
づ
ら
い
状
況
で
す
が
、今
で
き
る
一
歩
を

踏
み
出
し
土
台
づ
く
り
と
な
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
女
性
農
業
者
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

農
業
委
員　

松　

岡　

千
賀
子

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
生
か
す

２
月
18
日
、
盛
岡
市
で
い
わ
て
ポ
ラ
ー
ノ
の
会
総
会
お
よ
び
女
性
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
活
動
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

岩
手
県
内
の
女
性
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
約
50
人

が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
質
化
か
ら
実
践
へ

新たに実質化された地域農業マスタープラン
地域 マスタープラン名
一　関 厳美、山谷、本寺、滝原、小猪岡、厳美１３区
花　泉 夏川、金流川涌津、金流川老松、男沢、涌津、老松
大　東 大東、山口、中川
千　厩 千厩、磐清水
東　山 東山
室　根 折壁、西の沢、矢越、上折壁、津谷川
川　崎 門崎
藤　沢 藤沢、西口、黄海、深萱、徳田、徳田・砂子田、増沢、新沼、保呂羽、大籠

前列一番右が松岡農業委員
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※いずれも募集期間は、令和３年５月６日（木）
から５月31日（月）です。応募方法等詳しく
は、各募集要項をご覧ください。募集要項
は、農業委員会事務局、各支所産業建設課
に用意しているほか、市ホームページにも掲
載しています。

●主な業務…毎月の総会に出席し、法令
に基づく議案審議、農地利用最適化推
進委員と連携し、農地等の利用の最適
化を推進する活動等を行います。

●任期…令和３年９月20日から
　　　　令和６年９月19日まで
　　　 （３年間）
●報酬…月額　32,100円
●募集人数…24人

●主な業務…担当する区域の審査案件
の現地調査、農業委員と連携して農地
利用の最適化のための現場活動等を
行います。

●任期…令和３年９月20日から
　　　　令和６年９月19日まで
　　　 （３年間）
●報酬…月額　27,400円
●募集人数…36人
 （担当区域と人数は下記のとおり）

　
令
和
３
年
９
月
19
日
を
も
っ
て
、
一
関
市
農
業
委
員
会
の

農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
任
期
が
満

了
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
「
農
業
委
員
」
お
よ
び
「
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
!!

　地域農業マスタープラン花泉地区会議が、２月22日
涌津市民センターと３月４日老松市民センターを会場
に開催され活発な議論が交わされました。
　このうち涌津地区では、エリア内の水田は概ね基盤
整備された土地改良区内にあるものの、高齢化等から
多くの作業を他地区の担い手に依存しており、地元で
地域農業を守るには担い手を育成する環境整備が急
務との認識で一致し、引続き関係機関より農地中間管
理機構を利用した農地集積の手法等の紹介があり情
報を共有しました。
　これを受け土地改良区から、エリア内集落と協議を
年数回程度開催しながら地域農業を支える担い手を
確保したい、との構想が提案され、出席者一同協力し
ていくことを確認しました。

【農業委員】 佐　藤　多賀幸

　私は74歳です。これまで世の中の流れに合わせた経
営をしてきたつもりです。養蚕、葉タバコ、繁殖牛をや
め、今は、トマト、多品目野菜、果樹、水田農業は260ａ
のうち88ａに作付けしています。
　私のところは中山間地域であり、この地域に合った独
特のマスタープランを作りたい、と考えています。地区
には50世帯あり60歳以下の農業の担い手が70人おり
ます。経営のやり方は色々ですが、まずは仲間づくりを
しながら、マスタープランについて話し合いを持ちたい
と思っていました。
　今後は、直接支払などの助成制度を活用しながら、
農村の景観、生活環境も守り、いつまでも住み続けたい
地域となるよう、その一役を担いたいと考えています。

【農地利用最適化推進委員】 菅　原　豊　一

花泉地区 大東地区

地域農業マスタープランの話し合い（花泉、大東地区）に
参加した委員の感想を紹介します。

農地利用最適化推進委員農業委員

担当区域 募集人数
一関 ８人
花泉 ７人
大東 ５人
千厩 ４人

担当区域 募集人数
東山 ３人
室根 ３人
川崎 ２人
藤沢 ４人



「
い
わ
い
の
大
地
」
編
集
委
員
会

編
集
委
員
長	

佐
藤
　
圭
一

副
委
員
長	

千
葉
　
太
郎

編
集
委
員

　
佐
藤
多
賀
幸	

畠
山
　
　
潔	

　
菅
原
　
清
一	

藤
原
美
喜
男	

　
遠
藤
　
勝
幸	

菅
原
　
良
博

　

菅
原
和
久
さ
ん
（
39
歳
）
は
、
宮
城
県
境
に
位
置
す
る
永
井

高
倉
地
区
で
認
定
農
業
者
と
し
て
、
水
田
2.2 

ha
、
肥
育
牛
30
頭
、

和
梨
1.1 

ha
を
ご
両
親
と
奥
様
の
４
人
で
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
卒
業
後
、
建
設
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
が
、「
本
格
的

に
肥
育
牛
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
就
農
を
決
意
し
て
早
18

年
余
り
。
血
統
と
肉
質
が
求
め
ら
れ
る
厳
し
い
肥
育
の
世
界
、

特
に
も
導
入
時
の
素
牛
選
定
や
事
故
防
止
が
最
も
重
要
と
話
し

ま
す
。

　

農
業
者
年
金
は
、
25
歳
頃
に
将
来
の
自
分
へ
の
先
行
投
資
と

思
い
加
入
を
決
断
し
た
と
の
こ
と
。
結
婚
し
て
娘
３
人
の
父
親

と
な
り
、
親
と
し
て
の
責
任
を
感
じ
る
年
令
を
迎
え
、
改
め
て

加
入
し
て
良
か
っ
た
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
農
政
推
進
員
も
担
当
し
て
お
り
、
地
域
の
担
い
手
と

し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
委
員　
　

佐　

藤　

多
賀
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
か
ず
ひ
さ

【
花
泉
地
域
】
菅 
原 
和 
久 

さ
ん

農業者年金加入は
自分への先行投資

編
集
後

記
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農業者年金で明るい将来計画!

全国農業新聞の購読を！
農業委員会組織が協力して作成している新聞で、
毎週金曜日発行しています。
●お申込みは、
農業委員会または各支所産業建設課まで

購読料

月額 ７００円

農業者年金のお問い合わせは
農業委員会またはお近くのJA窓口へ
電話 21-8692（一関市農業委員会）

　

昨
年
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
、
農
業
経
営
、
生
活
に
与
え
る

影
響
も
長
期
化
し
て
お
り
、
大
東
大
原
水
か

け
祭
り
や
室
根
神
社
特
別
大
祭
な
ど
地
域
の

大
き
な
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
・
集
会
は
、
縮
小

や
自
粛
の
方
向
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
下

で
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
が
課
題
に
な
っ
て
お
り
早
期
の
収
束

を
祈
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
か
ら
の
厳
し
い
寒
さ
、

大
雪
に
よ
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
農
業
施
設
も

近
年
に
な
い
大
き
な
被
害
を
受
け
、
早
期
の

復
旧
と
営
農
の
再
開
、
災
害
の
な
い
年
と
な

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

一
関
市
の
高
齢
者
実
態
調
査
が
公
表
さ

れ
、
高
齢
化
率
も
約
36
％
と
な
り
年
々
上
昇

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
意
欲
あ
る
担
い
手
の
育

成
・
確
保
な
ど
に
よ
り
地
域
の
農
業
を
守
っ

て
い
く
た
め
、
私
も
一
農
業
者
と
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

農
業
委
員　

藤　

原　

美
喜
男

●農地の所有者が亡くなられたときは、法務局で相続登
記をお願いします。
●相続登記を長期間放置してしまうと農地の所有者がわ
からなくなってしまうなど、管理されない耕作放棄地
が増える原因となってしまいます。

●農地を相続したときは、農業委員会への届け出をお願
いします。
●相続による農地の権利取得を農業委員会がきちんと把
握し、農地の有効利用に努めるためです。
●届け出の用紙は、農業委員会・各支所産業建設課の窓
口、または市のホームページからダウンロードできま
す。法務局から交付された登記完了証等を添付してく
ださい。

農地の所有者が亡くなられたときは、
相続登記をしてください

農地を相続したときは、届け出が必要です


